
第五回ＬＯＭ取材 鎌ヶ谷青年会議所 

 

輝く関東の絆醸成委員会 第五回目のＬＯＭ事業取材は

１１月９日（火）千葉ブロック 鎌ヶ谷青年会議所 

にて行いました。今回は、地区長ブロ長対談も兼ねて、我々

委員会の千葉ブロック推薦委員宮口 達也君設営により

関東地区協議会 高田 稔美会長、千葉ブロック協議会 

森 英樹会長にも同席いただいての開催となりました。 

鎌ヶ谷青年会議所は、千葉ブロック 鎌ヶ谷市をエリアに

現在２７名（拡大中）で活動しています。１９７７年 

６１４番目の青年会議所として承認されました。 

 

 

本年度 第３４代 田中 禎也 理事長のスローガンは 
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さて、今年で４年目を迎えるというハロウィン事業。１０月３０日（土）に開催予定でありましたが、台風の影

響により中止となってしまいました。我々委員会も当日の取材を楽しみにしていたのですが、せっかくの御縁な

ので田中理事長の思いを伝えるべく鎌ヶ谷の地に赴きました。この事業の内容は 

 

昨今社会問題である多種多様な事件を受け、鎌ケ谷市では連日下校時の放送や安全パトロールなど 

さまざまな手法で子供たちを見守るなど、防犯に対する意識が強く感じられます。 

その意識を継続し、より有効に備える為には家族や地域社会のコミュニケーションが最も重要で 

あると考えます。親は子を守り、子は親を頼る。また、大人は地域の子供たちを守り、子供たちは 

大人たちに頼れる環境でなければなりません。行政をはじめ、各諸団体や自治会などによってさま 

ざまな取り組みをしていますが、その運動が子供たちや地域住民に周知されていなければ意味がな 

いと考えます。さらに大人と子供との間にコミュニケーションが不足しているようでは、もし子供 

達の身に何か危険が及んだときに本当に周りの大人に助けを求めることができるはずもなく、また、 

我々大人はそのような子供たちに手助けをすることができるのか疑問です。 

   そこで、鎌ヶ谷青年会議所では子供たちを取り巻く環境、地域コミュニケーションの必要性を肌で 

感じていただき、安心して暮らせる地域の構築を目的とした事業を企画いたします。 

                                       2009 年度ＨＰより抜粋 

 

読めば読むほど、内容のある現実に即した事業であり、台風による中止が悔やまれます。子供たちが何人かのグ

ループに分かれ、各地域にある“こども１１０番の家“を仮装してクイズ等を交えながらウォークラリーすると

いう事業。普段よく見掛ける“こども１１０番の家“ですが、いざというとき、子供たちがすぐに駆け込めるよ

うにこの事業を通して家の人と顔見知りになり安心して登下校できるようにするためのものです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

2009 年度の様子 

 

子供たちも楽しそうです 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらも２００９年度ですが 

 

こども 110 番の家に訪問 

 

顔見知りになっておけば 

入りやすいですよね 

 

 

 

 

 

 

市内には９つの小学校が有るという事で９年かけて全小学校でこの事業を開催するそうです 

来年は絶対晴れますように‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

田中理事長に伺いました。ずばり鎌ヶ谷とはどんなまちですか？ 

 

「緑あふれる住みよいまち」だそうです。 

 

鎌ヶ谷市は、周りを松戸市、柏市、市川市、船橋市等の大きな市に囲まれ、道路も渋滞が多く、ベッドタウンと

なりつつあるという事ですが、本当に緑があふれる住みよい環境なのだと感じました。 

市内には私鉄３線が乗入れるという新鎌ケ谷駅、プロ野球の日本ハムファイターズのファーム球場である鎌ヶ谷

スタジアムもあります。もしかすると、話題の斎藤 佑樹投手に会えるかもです。 

                                        

 

 

日本ハム ファイターズ 

ファームのマスコット 

 

カビー 君 

 

ファーム専門のマスコットがいるとは・・・ 

知りませんでした。 

                                                                                                     

ＪＣメンバーの名刺にも載ってます。 

 

                                      

                                             

                                                                                                           

鎌ヶ谷青年会議所ホームページ http://www.kamagayajc.com/ 

 

 

田中理事長所信 抜粋 

鎌ヶ谷青年会議所は本年度で 34年目を迎えます。今日迄の歴史と伝統を築き上げてこられた先輩諸兄に心から感謝申し上げると共に、私

をここまで育てて下さったことに 改めて心から御礼申し上げます。 

今日迄の歴史と伝統を次世代に引き継いでいくことは、代を受け継ぐ者の責任としてとても重要なことであります。しかしながら、昨今の社会

状況を考えると全てを受け継いでいくことに難しさも感じております。急激な時代の潮流に臨機応変に対応していくことこそが必要であり、こ

うした状況を打開すべく、私達は柔軟性のある運営・活動を行っていきます。そして、全会員の志を一つにして、節目の年である 35周年への

確実な懸け橋を創る事をお約束致します。 

http://www.kamagayajc.com/


 

御参加頂いたメンバーとともに 

当日は次年度理事長 齊藤 清光 君をはじめ多数の鎌ヶ谷ＪＣのメンバーも参加し、お酒を飲みながら

の和気あいあいのＪＣ談義となりました。 

次年度理事長のスローガンは 

～ いざ 大海へ ～ 

終わり際、鎌ヶ谷ＪＣのマドンナ高橋 利江 君も登場し、高田会長、田中理事長と記念ショット 

 

 

 

 

 



 

御参加頂きましたメンバーの皆様、楽しい時間をありがとうございました。 

 

 
 
 

 

 

関東地区協議会 輝く関東の絆醸成委員会 

千葉ブロック推薦委員 宮口 達也 

(千葉ブロック 習志野青年会議所） 

 


